
2024.12.23担当社長/信田

● 新年のごあいさつ 舛川誠会頭

● 巳年生まれの役員・議員の抱負

● 新年交礼会開催　

● 全道大会に向けて各部会始動

● 中心商店街歩行者通行量３年連続増加

● 第５回会員親睦交流事業実施

　令和７年の新年交礼会では市内各界の約300人が新年のあいさつを交わし交流。
５シーズン目のホワイトイルミネーションにはツリーをイメージした空間が新た
に登場しました。

　昨年９月にオープンした「北見焼肉　沢の」。無
煙ロースターを備えた客席は１人焼肉ができるカ
ウンターや個室などを含め約40席。店主の田中勇
気さん（35）は市内事業所に勤務したのち、食肉処
理場と精肉店で職人の技術を学び、20代から夢み
た焼肉店を開業。生肉を基本にした仕入れで、肉
刺し、牛タン、牛サガリなどを提供。皮むきから
手作業で生ダレも手作り。手間を惜しまず品質

にこだわる。「開業した
ばかりで課題は少なく
ない」と話す田中さん。

「女性も来やすい店づく
りも進め、顧客を増やし
ていきたい。個室等備え
ているのでファミリーの
方等もご利用頂ければ」
と、百菜子夫人と店を切
り盛りしています。

　昨年５月、㈱北見ハッカ
通商が創業40周年事業の
一環でホテル業に参入。
ハッカをテーマにミント
グリーンを基調とした外観
の「MEN’TEL（メンテル）」
が開業した。経営はグルー
プ企業の㈱MEN’TELが担
う。全14室の各部屋のアメ
ニティーに同社製品を設
置。1Ｆ自動販売機でもハッカ製品を買うことが
できる。無人スタイルの運営のため自動精算機を
導入、各宿泊サイトからの予約・決済を基本とし
ている。宿泊者からの問い合わせや緊急時には職
員が対応する。
　「夏は満室になることも多く、観光目的の外国
人が多い。１年を通じた営業を踏まえサービス向
上を図っていきたい」と話す岡本明支配人（55）。
リピーターの増加、厳寒の焼き肉まつり当日は満
室と、手応えを掴み始めているようだ。
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◆20日 消費税インボイス制度等税務個別相談窓口
◆22日 道商連正副会頭・委員長政策懇談会、道

議会議員との政策懇談会、令和６年度小
規模補助金変更申請審査会

◆27日 三役会、正副会頭と部会長・委員長懇談会
◆29日 事業承継相談室

◆３日 議員会麻雀大会
◆５日 三役会
◆６日 事業承継相談室（27日）
◆12日 建設業部会
◆13日 第262回全道商工会議所専務理事会議
◆14日 道商連物流対策特別委員会
◆17日 三役会、第335回常議員会、第221回臨時

議員総会
◆19日 日商合同委員会（20日）
◆23日 日商簿記検定試験３級・２級
◆25日 第２回学生のためのビジネススクール、

日商第５回まちづくり・地域経済循環　
推進専門委員会他合同専門委員会

◆26日 正副会頭と正副部会長・正副委員長合同
連絡会議
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生肉基本に仕入し手作業の肉刺しや牛たんなど提供

北見焼肉　沢 の
ハッカをテーマにしたホテル「Tabist MEN’TEL」経営

MEN’TEL（メンテル）

　新年明けましておめでとうございます。
本年もどうぞよろしくお願いいたします。
　早いもので令和も７年目を迎えました。
年齢を重ねるごとに月日の流れが早くな
り、あっという間に１年が過ぎていくな
と感じる方も多いと思いますが、これは

「ジャネーの法則」といわれる心理現象
だそうです。この法則は、歳を重ねるにつれて自
分の人生における１年の比率が小さくなるため、
体感として１年が短く、時間が早く過ぎると感じ
られるというもので、例えば５歳にとっての１年
間は、50歳にとっての10年間に相当するそうです。
　また、毎日が新しいことの連続だった子ども時
代に対し、大人は日々の生活がルーティン化して
おり、良くも悪くも「慣れ」が生じることで時間
経過に鈍感になっているということも原因の一つ
と言われています。
　今年こそ「長い一年だったなぁ」と感じること
ができるよう、過ぎ去りしあの頃のように日々新
しいことを学び、体験し、刺激のある毎日を過ご
していきたいものです。

今後の予定今後の予定

北見商工会議所報
き た み　№175

会 員 紹 介 会員増強運動中！
～非会員に入会をお勧めください～

北見商工会議所は、「健康経営優良
法人」の認定を受け、会員事業所の
「健康経営」を推進しています
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　地域力向上への寄与、借金返済‼
永田　裕一 さん〈当所副会頭〉（昭和40年生まれ） 
㈱北見ハッカ通商　代表取締役
　いよいよ、多くの先輩が経験されてきた「還
暦・本厄」を迎えます。このところ、周囲からは
「身体が資本」と言われる機会が多くなりました。
　昨年は、会社創業40周年を迎え緊張感のある１
年でありましたが、伊勢神宮、出雲大社というパ
ワースポットにも出向くことができたお陰か、前
向きな日々を送ることができています。
　本年も引き続き、座右の銘である「温故知新」
をもって、北見の歴史背景を地域の力に変えるこ
と、そして、借金返済に精一杯努めて参りたいと
思います！

　変わらない努力を続けること
渡部　徳章 さん〈当所常議員〉（昭和40年生まれ） 
㈲小柳仏壇店　代表取締役
　2025年は自分もいよいよ還暦か！と感慨深く、
節目となる年齢になります。今までの人生におい
て自分なりに確かな歩みを続けられたのは、人生
の諸先輩や友人、家族の支えをもらっていたから
だということを心に刻み、今後も変わらずに、仕
事、社会、家族など自分の関わるすべてのことに、
一生懸命努力し続けていくことが大切だと感じて
います。

　初夢 －AIと肩を並べて－
安部　彰人 さん〈当所議員〉（昭和28年生まれ） 
北見情報技術㈱　代表取締役
　近年、がん治療や臓器移植などの医療の高度化

に伴い、重篤な感染症のリスクが増えています。
ＡＩと肩を並べて、最新鋭の研究所で働いている
夢を見ました。私が開発した革新的な感染菌迅速
同定システムが、世界中の医療現場で活躍し、多
くの人々を救っている光景に感動しました。私も
その一員として、ＡＩと共に未来を切り開いてい
る自分に興奮した夢でした。 

　柔軟な思考で問題を克服
向井　明廣 さん〈当所議員〉（昭和28年生まれ） 
㈱東亜リサーチ　代表取締役社長
　巳（み）は脱皮を繰り返すため不老不死のシンボ
ル。今年は乙巳（きのとみ）にあたり「草木がしな
やかに伸びて広がる」意味があると伝えられてい
ます。そのため「再生や変化を繰り返しながら柔
軟に発展する」年になると言われています。
　深刻な人手不足や原材料高騰など企業を取り巻
く環境は厳しく、経営の舵取りは難しいが、変化
を恐れず、柔軟な思考で問題を克服する１年にし
ていきたいと考えております。

　変革の時代、さらなる挑戦
岡村　金司 さん〈当所議員〉（昭和40年生まれ） 
岡村建設㈱　代表取締役
　お陰様で還暦を迎える年となりました。まずは
今日まで地域に愛され、様々な方々に支えられ、
生かされてきたことに感謝申し上げたいと思いま
す。私に限ったことではありませんが厳しい経営
環境の中です。日々色々なものが変わっていく変
革の時代でもあります。弊社の商品サービスがた
くさんの方に喜んでいただけるよう、さらなる挑
戦の年としたいと考えています。今後ともよろし
くお願いいたします。　

　「感謝」「誠実」を忘れずに
成中　徳一 さん〈当所議員〉（昭和40年生まれ） 
㈱東洋リネンサプライ　代表取締役
　本年遂に還暦を迎えることになる自分は会議所
活動で素晴らしい方々と交流させて頂き、数多く
の刺激と勇気を頂いて、少しずつではありますが
成長していると思います。これからも、「感謝」
「誠実」を忘れずに、人生を健康に歩んで行きた
いと強く願っています。

　新年明けましておめでとうございます。令和
７年の輝かしい新春を皆様と共にお迎え出来ま
したことを心より嬉しくお慶び申し上げます。
皆様には日頃より商工会議所運営と事業活動に
ご理解、ご協力を賜っておりますことに重ねて
感謝を申し上げます。
　昨年は元旦の能登半島地震をはじめ災害の多
い年でもあり、被災地の皆様には衷心よりお見
舞い申し上げますと共に１日も早い復興をお祈
り申し上げます。
　さて、わが国の経済は、停滞から成長への転
換点を迎え、デフレマインドを払拭し自己変革
に挑戦し「成長型経済」を実現することが急務
であると言われておりますが、当所にとりまし
ても変革と共に未来の創出に向けた重要な年と
なる１年でもあります。
　その１つは、新北見経済センタービルの５月
竣工であります。これまで60年を超え会議所業
務と共に展示会・ビールパーティー等の会場と
して多くの市民の皆様に親しまれ、ご利用いた
だいておりました北見経済センターは、６月上
旬に事務所機能を移転し、新たな地域事業者の
支援拠点としてスタートいたします。この同セ
ンターを含む中心市街地再開発事業は、私が会
頭就任以来、一丁目一番地の事業として取り組
んできた計画であり、新たなスタートが切れま
す事に改めて皆様に感謝したいと存じます。
　２つ目には、北見では27年ぶりの全道商工会
議所大会（第73回）の開催。７月４日、５日の２
日間、全道42商工会議所から400名を超える皆
様が来北される大会であり、おもてなし溢れた
大会にして参りたいと考えております。
　わが国の経済は「成長型経済」の実現が急務
であると言われておりますが、物価高騰が収ま
らず厳しい状況が続いております。さらに、地
域では人口減少と人手不足が深刻化すると共に
賃金の上昇に伴う労務費の増加、物流コストの
上昇が経営を圧迫していると、多くの声が寄せ
られております。
　本年においても、目まぐるしく変化する経
済・経営環境を的確に捉え中小・小規模事業者
の課題に注力し、自己変革にチャレンジする企
業の成長に向けた伴走型支援を強化・実施して
参りたいと考えております。

　まずは、企業における「稼ぐ力の強化」であり
ます。企業が持続的な成長を実現するためには、
「稼ぐ力の強化」による賃上げの原資確保が必
要であり、そのためには、「価格転嫁」の取り
組みと「生産性の向上」による収益力の強化が
不可欠であり、円滑な「価格転嫁」に向けては、
企業間取引の適正化を進める「パートナーシッ
プ構築宣言」の登録を推進して参ります。
　また、生産性の向上では、人手不足が大きな
課題となっていることから、デジタル化による
省力化、生成ＡＩやロボットの活用等、業務の
改善やデジタル化の実装に向けた取り組みを支
援して参ります。さらに、人口減少の進展によ
り地域経済の縮小が懸念されることから、新た
な地域内外に向けた販路拡大・交流人口拡大事
業を実施し、「稼ぐ力の強化」をバックアップ
して参ります。
　事業所の維持・存続と人手不足対策では、引
き続き関係機関との連携を強化し、創業希望者
と後継者に悩む事業者とのマッチング支援を行
うと共にＭ＆Ａを含めた事業承継に取り組み、
域内事業者の維持・存続による「地域力」の向
上を図って参ります。
　深刻さを増す人材不足対策では、学生の意識
や取り組み方が変化しており、「就職支援サイ
トの活用」、「ＵＩＪターン人材の確保」の取り
組みを強化して参ります。さらに、専門性を有
する外部人材と地元事業者とのマッチングや外
国人労働者の採用及び定着に向けた支援を強化
して参ります。
　北見市では、財政健全化計画を策定し、令和７
年度から令和９年度までを「集中健全化期間」
と位置付け、財政健全化に向けた取り組みを進
めることとしておりますが、市民生活や企業経
営にも大きな影響を及ぼすことが懸念されます
ことから、慎重に検討いただきますようお願い
申し上げます。商工会議所といたしましても、
これからもより一層市政に協力して参ります。
　当所は、地域唯一の総合経済団体として、今
後も行政・各関係機関と連携し、地域経済の活
性化・明るい未来の創出に向け、取り組んで参
りますので、引き続き皆様のご支援・ご協力を
賜りますようお願い申し上げます。

（新年交礼会式辞からの抜粋）

役員・議員役員・議員
巳年巳年

新年の抱負新年の抱負

新年のごあいさつ

５月末完成予定の北見経済センタービル（イメージパース）

変革と共に
未来の創出に向けて
変革と共に
未来の創出に向けて
北見商工会議所会頭 舛　川　　　誠
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したことを心より嬉しくお慶び申し上げます。
皆様には日頃より商工会議所運営と事業活動に
ご理解、ご協力を賜っておりますことに重ねて
感謝を申し上げます。
　昨年は元旦の能登半島地震をはじめ災害の多
い年でもあり、被災地の皆様には衷心よりお見
舞い申し上げますと共に１日も早い復興をお祈
り申し上げます。
　さて、わが国の経済は、停滞から成長への転
換点を迎え、デフレマインドを払拭し自己変革
に挑戦し「成長型経済」を実現することが急務
であると言われておりますが、当所にとりまし
ても変革と共に未来の創出に向けた重要な年と
なる１年でもあります。
　その１つは、新北見経済センタービルの５月
竣工であります。これまで60年を超え会議所業
務と共に展示会・ビールパーティー等の会場と
して多くの市民の皆様に親しまれ、ご利用いた
だいておりました北見経済センターは、６月上
旬に事務所機能を移転し、新たな地域事業者の
支援拠点としてスタートいたします。この同セ
ンターを含む中心市街地再開発事業は、私が会
頭就任以来、一丁目一番地の事業として取り組
んできた計画であり、新たなスタートが切れま
す事に改めて皆様に感謝したいと存じます。
　２つ目には、北見では27年ぶりの全道商工会
議所大会（第73回）の開催。７月４日、５日の２
日間、全道42商工会議所から400名を超える皆
様が来北される大会であり、おもてなし溢れた
大会にして参りたいと考えております。
　わが国の経済は「成長型経済」の実現が急務
であると言われておりますが、物価高騰が収ま
らず厳しい状況が続いております。さらに、地
域では人口減少と人手不足が深刻化すると共に
賃金の上昇に伴う労務費の増加、物流コストの
上昇が経営を圧迫していると、多くの声が寄せ
られております。
　本年においても、目まぐるしく変化する経
済・経営環境を的確に捉え中小・小規模事業者
の課題に注力し、自己変革にチャレンジする企
業の成長に向けた伴走型支援を強化・実施して
参りたいと考えております。

　まずは、企業における「稼ぐ力の強化」であり
ます。企業が持続的な成長を実現するためには、
「稼ぐ力の強化」による賃上げの原資確保が必
要であり、そのためには、「価格転嫁」の取り
組みと「生産性の向上」による収益力の強化が
不可欠であり、円滑な「価格転嫁」に向けては、
企業間取引の適正化を進める「パートナーシッ
プ構築宣言」の登録を推進して参ります。
　また、生産性の向上では、人手不足が大きな
課題となっていることから、デジタル化による
省力化、生成ＡＩやロボットの活用等、業務の
改善やデジタル化の実装に向けた取り組みを支
援して参ります。さらに、人口減少の進展によ
り地域経済の縮小が懸念されることから、新た
な地域内外に向けた販路拡大・交流人口拡大事
業を実施し、「稼ぐ力の強化」をバックアップ
して参ります。
　事業所の維持・存続と人手不足対策では、引
き続き関係機関との連携を強化し、創業希望者
と後継者に悩む事業者とのマッチング支援を行
うと共にＭ＆Ａを含めた事業承継に取り組み、
域内事業者の維持・存続による「地域力」の向
上を図って参ります。
　深刻さを増す人材不足対策では、学生の意識
や取り組み方が変化しており、「就職支援サイ
トの活用」、「ＵＩＪターン人材の確保」の取り
組みを強化して参ります。さらに、専門性を有
する外部人材と地元事業者とのマッチングや外
国人労働者の採用及び定着に向けた支援を強化
して参ります。
　北見市では、財政健全化計画を策定し、令和７
年度から令和９年度までを「集中健全化期間」
と位置付け、財政健全化に向けた取り組みを進
めることとしておりますが、市民生活や企業経
営にも大きな影響を及ぼすことが懸念されます
ことから、慎重に検討いただきますようお願い
申し上げます。商工会議所といたしましても、
これからもより一層市政に協力して参ります。
　当所は、地域唯一の総合経済団体として、今
後も行政・各関係機関と連携し、地域経済の活
性化・明るい未来の創出に向け、取り組んで参
りますので、引き続き皆様のご支援・ご協力を
賜りますようお願い申し上げます。

（新年交礼会式辞からの抜粋）

役員・議員役員・議員
巳年巳年

新年の抱負新年の抱負

新年のごあいさつ

５月末完成予定の北見経済センタービル（イメージパース）

変革と共に
未来の創出に向けて
変革と共に
未来の創出に向けて
北見商工会議所会頭 舛　川　　　誠
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式辞を述べる舛川会頭

年賀の辞を述べる辻市長、川原田衆議院議員、武部衆議院議員（写真左から）手締めの音頭をとる三好ＪＣ理事長

　
７
月
の
第
73
回
全
道
商
工
会
議
所
大
会

北
見
大
会
を
主
管
す
る
当
所
の
準
備
組
織

で
あ
る
各
部
会
の
初
会
合
が
昨
年
11
月
上

中
旬
に
そ
れ
ぞ
れ
開
か
れ
、
具
体
的
な
準

備
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
各
部
会
で
は
、
冒
頭
、
令
和
６
年
度
の

全
道
大
会
岩
見
沢
大
会
の
経
過
報
告
に
続

き
、
同
北
見
大
会
の
日
程
や
会
場
、
各
部

会
に
お
け
る
検
討
課
題
な
ど
情
報
共
有
を

図
り
ま
し
た
。

　
大
会
運
営
・
式
典
・
講
演
部
会
（
渡
部

徳
章
部
会
長
）
で
は
、
会
場
、
講
師
、
講

演
テ
ー
マ
、
土
産
品
な
ど
に
関
し
て
、
懇

親
会
部
会（
小
柳
亨
信
部
会
長
）で
は
、
料

理
の
メ
ニ
ュ
ー
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、
二

次
会
向
け
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
製
な
ど
に

つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
意
見
交
換
し
ま
し

た
。

　
視
察
・
エ
キ
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
部
会
（
柏

尾
典
秀
部
会
長
）
で
は
、
旅
行
会
社
の
提

案
に
よ
る
新
北
見
経
済
セ
ン
タ
ー
や
カ
ー

リ
ン
グ
ホ
ー
ル
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
ビ
ー
ル
な

ど
を
巡
る
４
コ
ー
ス
を
も
と
に
、
ゴ
ル
フ

部
会
（
京
塚
啓
司
部
会
長
）
で
は
、
岩
見

沢
大
会
の
ゴ
ル
フ
大
会
の
実
施
要
領
や
賞

品
・
参
加
賞
な
ど
を
参
考
に
、
そ
れ
ぞ
れ

意
見
を
出
し
合
い
ま
し
た
。

　
今
後
、
各
部
会
で
出
さ
れ
た
意
見
な
ど

を
踏
ま
え
、
事
務
局
が
素
案
を
作
成
し
た

上
で
、
各
部
会
で
検
討
・
協
議
し
、
本
年

度
内
に
は
事
業
内
容（
概
要
）を
決
め
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

　
当
所
の
主
管
に
よ
り
全
道
大
会
が
北
見

市
で
開
か
れ
る
の
は
、
平
成
10
年
の
第
48

回
以
来
の
こ
と
。

　
同
北
見
大
会
は
、
７
月
４
日
に
ゴ
ル
フ

大
会
、
視
察
・
エ
キ
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
、
懇

親
会
、
５
日
に
本
大
会
、
記
念
講
演
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。（
担
当
　
酒
井 

正
則
）

　 　
当
所
の
令
和
７
年
新
年
交
礼
会
が
１
月

４
日
、
当
所
役
員
・
議
員
・
会
員
、
市
内

各
界
の
代
表
ら
約
３
０
０
人
の
出
席
に
よ

り
ホ
テ
ル
黒
部
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
式
辞
の
中
で
、
舛
川
誠
会
頭
は
、
市
街

地
再
開
発
事
業
の
一
環
と
し
て
の
新
北
見

経
済
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
の
完
成
と
27
年
ぶ
り

の
全
道
商
工
会
議
所
大
会
北
見
大
会
の
開

催
な
ど
を
あ
げ
、
７
年
度
を
「
変
革
と
共

に
未
来
の
創
出
に
向
け
た
重
要
な
年
」
と

位
置
付
け
た
ほ
か
、
変
化
す
る
経
済
・
経

営
環
境
を
踏
ま
え
、
会
員
事
業
所
に
対
す

る
伴
走
型
支
援
を
強
化
す
る
方
針
を
表
明

し
、「
稼
ぐ
力
」
の
強
化
を
は
じ
め
事
業

所
の
維
持
・
存
続
、
人
手
不
足
対
策
な
ど

を
示
し
ま
し
た
。
稼
ぐ
力
と
し
て
企
業
間

取
引
の
適
正
化
を
進
め
る
「
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
構
築
宣
言
」
の
登
録
推
進
、
デ
ジ

タ
ル
化
に
よ
る
省
力
化
、
生
成
Ａ
Ｉ
や
ロ

ボ
ッ
ト
の
活
用
、
業
務
の
改
善
や
デ
ジ
タ

ル
化
実
装
の
支
援
、
販
路
拡
大
・
交
流
人

口
拡
大
事
業
等
を
あ
げ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
舛
川
会
頭
は
、
市
の
財
政
悪
化

に
伴
う
７
年
度
か
ら
の
財
政
健
全
化
計
画

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
実
施
に
際
し
て
、

市
民
生
活
や
企
業
経
営
へ
の
影
響
が
懸
念

さ
れ
る
こ
と
か
ら
慎
重
な
検
討
を
求
め
る

と
と
も
に
、
商
工
会
議
所
と
し
て
市
政
に

協
力
し
て
い
く
こ
と
を
述
べ
ま
し
た
。

　
武
部
新
衆
議
院
議
員
は
「
皆
さ
ま
の
声

を
真
摯
に
受
け
と
め
て
丁
寧
・
建
設
的
に

政
権
・
国
会
運
営
を
進
め
て
い
き
た
い
」

と
述
べ
る
と
と
も
に
、
文
部
科
学
副
大
臣

と
し
て
の
抱
負
を
交
え
て
５
期
目
の
意
欲
。

１
期
目
の
川
原
田
英
世
衆
議
院
議
員
は
網

走
商
工
会
議
所
青
年
部
の
所
属
な
ど
自
己

紹
介
を
し
、「
地
域
こ
そ
が
国
家
の
主
役
と

い
う
こ
と
を
国
に
ぶ
つ
け
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
未
来
に
向
か
っ
て
歩
き
出

せ
る
１
年
に
し
て
い
き
た
い
」
と
抱
負
。

　
辻
直
孝
市
長
は
財
政
悪
化
に
伴
い
財
政

健
全
化
計
画
の
策
定
に
至
っ
た
こ
と
に
つ

い
て
、「
多
く
の
皆
さ
ま
に
ご
心
配
、
ご
不

満
を
お
か
け
す
る
こ
と
と
な
っ
た
こ
と
に

改
め
て
心
か
ら
お
詫
び
を
申
し
上
げ
る
」

と
陳
謝
。
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン（
財
政
健

全
化
策
）の
次
年
度
以
降
の
予
算
へ
の
反

映
に
つ
い
て
、「
市
民
の
意
見
な
ど
を
踏
ま

え
総
合
的
か
つ
慎
重
に
判
断
し
て
い
き
た

い
」
と
述
べ
た
上
で
、
７
年
度
の
市
政
運

営
に
つ
い
て
、「
財
政
健
全
化
を
踏
ま
え
つ

つ
知
恵
を
働
か
せ
創
意
と
工
夫
を
凝
ら
し

市
民
に
理
解
し
て
も
ら
い
な
が
ら
も
っ
と

笑
顔
広
が
る
ま
ち
北
見
を
次
の
世
代
に
確

実
に
引
き
継
ぐ
た
め
果
敢
に
挑
戦
を
続
け

る
」
と
意
欲
を
見
せ
ま
し
た
。

　
こ
の
あ
と
、
市
議
会
の
飯
田
修
司
議
長

が
音
頭
を
取
り
、
市
内
各
界
の
代
表
14
人

が
威
勢
良
く
酒
樽
の
ふ
た
を
開
け
る
「
鏡

開
き
」。
箏
に
よ
る
「
春
の
海
」「
六
段
の

調
」
な
ど
新
春
の
定
番
曲
が
流
れ
る
中
、

出
席
者
は
、
新
年
の
あ
い
さ
つ
を
交
わ
し
、

交
流
を
深
め
ま
し
た
。
結
び
に
北
見
青
年

会
議
所
の
三
好
学
理
事
長
の
三
本
締
め
に

よ
り
閉
会
し
ま
し
た
。

（
担
当
　

総
務
部
）

 役員・議員研修懇談会が11月29日、国立大学法
人北海道国立大学機構北見工業大学榮坂俊雄学長
を講師に迎え、舛川誠会頭はじめ役員・議員28人
の出席により北見プラザホテルで実施されました。
　榮坂学長の「地域と歩む北見工業大学」をテー
マにした講話では、同機構での人材育成の取り組
みや同大学での各種研究などについての説明を受

け、出席者は３
国立大学（樽商
大、帯畜大、北
見工大学）法人
を統合して設置
された同機構、
地域に根ざした

同大学について理解を深めました。研修会に先立
ち、令和６年度事業計画に係る各種事業の進捗状
況などが報告されました。

（担当　酒井　正則）

北見工大の榮坂学長を講師に招き

役員・議員研修懇談会開く

７
月
の
全
道
大
会
に
向
け
４
部
会
が
始
動

　
　
　
　
本
年
度
内
に
事
業
内
容（
概
要
）を
決
定

各
界
か
ら
約
３
０
０
人
が
出
席
し
、新
年
の
あ
い
さ
つ
交
わ
し
交
流

経済センタービル完成、全道大会開催に対応　

令和７年新年交礼会　

伴走型支援、「稼ぐ力」を強化

会頭が新年の抱負
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大
会
は
、
７
月
４
日
に
ゴ
ル
フ

大
会
、
視
察
・
エ
キ
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
、
懇

親
会
、
５
日
に
本
大
会
、
記
念
講
演
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。（
担
当
　
酒
井 

正
則
）

　 　
当
所
の
令
和
７
年
新
年
交
礼
会
が
１
月

４
日
、
当
所
役
員
・
議
員
・
会
員
、
市
内

各
界
の
代
表
ら
約
３
０
０
人
の
出
席
に
よ

り
ホ
テ
ル
黒
部
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
式
辞
の
中
で
、
舛
川
誠
会
頭
は
、
市
街

地
再
開
発
事
業
の
一
環
と
し
て
の
新
北
見

経
済
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
の
完
成
と
27
年
ぶ
り

の
全
道
商
工
会
議
所
大
会
北
見
大
会
の
開

催
な
ど
を
あ
げ
、
７
年
度
を
「
変
革
と
共

に
未
来
の
創
出
に
向
け
た
重
要
な
年
」
と

位
置
付
け
た
ほ
か
、
変
化
す
る
経
済
・
経

営
環
境
を
踏
ま
え
、
会
員
事
業
所
に
対
す

る
伴
走
型
支
援
を
強
化
す
る
方
針
を
表
明

し
、「
稼
ぐ
力
」
の
強
化
を
は
じ
め
事
業

所
の
維
持
・
存
続
、
人
手
不
足
対
策
な
ど

を
示
し
ま
し
た
。
稼
ぐ
力
と
し
て
企
業
間

取
引
の
適
正
化
を
進
め
る
「
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
構
築
宣
言
」
の
登
録
推
進
、
デ
ジ

タ
ル
化
に
よ
る
省
力
化
、
生
成
Ａ
Ｉ
や
ロ

ボ
ッ
ト
の
活
用
、
業
務
の
改
善
や
デ
ジ
タ

ル
化
実
装
の
支
援
、
販
路
拡
大
・
交
流
人

口
拡
大
事
業
等
を
あ
げ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
舛
川
会
頭
は
、
市
の
財
政
悪
化

に
伴
う
７
年
度
か
ら
の
財
政
健
全
化
計
画

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
実
施
に
際
し
て
、

市
民
生
活
や
企
業
経
営
へ
の
影
響
が
懸
念

さ
れ
る
こ
と
か
ら
慎
重
な
検
討
を
求
め
る

と
と
も
に
、
商
工
会
議
所
と
し
て
市
政
に

協
力
し
て
い
く
こ
と
を
述
べ
ま
し
た
。

　
武
部
新
衆
議
院
議
員
は
「
皆
さ
ま
の
声

を
真
摯
に
受
け
と
め
て
丁
寧
・
建
設
的
に

政
権
・
国
会
運
営
を
進
め
て
い
き
た
い
」

と
述
べ
る
と
と
も
に
、
文
部
科
学
副
大
臣

と
し
て
の
抱
負
を
交
え
て
５
期
目
の
意
欲
。

１
期
目
の
川
原
田
英
世
衆
議
院
議
員
は
網

走
商
工
会
議
所
青
年
部
の
所
属
な
ど
自
己

紹
介
を
し
、「
地
域
こ
そ
が
国
家
の
主
役
と

い
う
こ
と
を
国
に
ぶ
つ
け
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
未
来
に
向
か
っ
て
歩
き
出

せ
る
１
年
に
し
て
い
き
た
い
」
と
抱
負
。

　
辻
直
孝
市
長
は
財
政
悪
化
に
伴
い
財
政

健
全
化
計
画
の
策
定
に
至
っ
た
こ
と
に
つ

い
て
、「
多
く
の
皆
さ
ま
に
ご
心
配
、
ご
不

満
を
お
か
け
す
る
こ
と
と
な
っ
た
こ
と
に

改
め
て
心
か
ら
お
詫
び
を
申
し
上
げ
る
」

と
陳
謝
。
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン（
財
政
健

全
化
策
）の
次
年
度
以
降
の
予
算
へ
の
反

映
に
つ
い
て
、「
市
民
の
意
見
な
ど
を
踏
ま

え
総
合
的
か
つ
慎
重
に
判
断
し
て
い
き
た

い
」
と
述
べ
た
上
で
、
７
年
度
の
市
政
運

営
に
つ
い
て
、「
財
政
健
全
化
を
踏
ま
え
つ

つ
知
恵
を
働
か
せ
創
意
と
工
夫
を
凝
ら
し

市
民
に
理
解
し
て
も
ら
い
な
が
ら
も
っ
と

笑
顔
広
が
る
ま
ち
北
見
を
次
の
世
代
に
確

実
に
引
き
継
ぐ
た
め
果
敢
に
挑
戦
を
続
け

る
」
と
意
欲
を
見
せ
ま
し
た
。

　
こ
の
あ
と
、
市
議
会
の
飯
田
修
司
議
長

が
音
頭
を
取
り
、
市
内
各
界
の
代
表
14
人

が
威
勢
良
く
酒
樽
の
ふ
た
を
開
け
る
「
鏡

開
き
」。
箏
に
よ
る
「
春
の
海
」「
六
段
の

調
」
な
ど
新
春
の
定
番
曲
が
流
れ
る
中
、

出
席
者
は
、
新
年
の
あ
い
さ
つ
を
交
わ
し
、

交
流
を
深
め
ま
し
た
。
結
び
に
北
見
青
年

会
議
所
の
三
好
学
理
事
長
の
三
本
締
め
に

よ
り
閉
会
し
ま
し
た
。

（
担
当
　

総
務
部
）

 役員・議員研修懇談会が11月29日、国立大学法
人北海道国立大学機構北見工業大学榮坂俊雄学長
を講師に迎え、舛川誠会頭はじめ役員・議員28人
の出席により北見プラザホテルで実施されました。
　榮坂学長の「地域と歩む北見工業大学」をテー
マにした講話では、同機構での人材育成の取り組
みや同大学での各種研究などについての説明を受

け、出席者は３
国立大学（樽商
大、帯畜大、北
見工大学）法人
を統合して設置
された同機構、
地域に根ざした

同大学について理解を深めました。研修会に先立
ち、令和６年度事業計画に係る各種事業の進捗状
況などが報告されました。

（担当　酒井　正則）

北見工大の榮坂学長を講師に招き

役員・議員研修懇談会開く

７
月
の
全
道
大
会
に
向
け
４
部
会
が
始
動

　
　
　
　
本
年
度
内
に
事
業
内
容（
概
要
）を
決
定

各
界
か
ら
約
３
０
０
人
が
出
席
し
、新
年
の
あ
い
さ
つ
交
わ
し
交
流

経済センタービル完成、全道大会開催に対応　

令和７年新年交礼会　

伴走型支援、「稼ぐ力」を強化

会頭が新年の抱負
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北見工業高生徒も加わった点灯式

　
「
が
ん
ば
ろ
う
北
見
！
」
応
援
実
行
委

員
会（
委
員
長
　

河
合
昭
徳
当
所
副
会
頭
）

に
よ
る
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
球
９
万
個
を
使
っ
た

「
き
た
み
ホ
ワ
イ
ト
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
」

が
11
月
29
日
、
小
公
園
で
始
ま
り
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
令
和
２
年
度
か
ら
実
施
さ

れ
、
前
季
か
ら
北
見
工
業
高
校
電
気
科
の

生
徒
が
実
習
を
兼
ね
て
設
置
作
業
に
協
力
。

今
季
は
ツ
リ
ー
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
空
間
を

新
設
し
ま
し
た
。

　
初
日
の
点
灯
式
に
は
同
実
行
委
員
会
の

関
係
者
、
高
校
生
、
親
子
連
れ
な
ど
が
来

場
。
青
・
白
・
ピ
ン
ク
な
ど
の
光
で
幻
想

的
な
雰
囲
気
の
中
、
無
料
提
供
さ
れ
た
コ

コ
ア
を
飲
ん
だ
り
各
所
を
回
り
写
真
や
動

画
を
撮
影
し
た
り
し
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
同
ホ
ワ
イ
ト
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
は

１
月
31
日（
午
後
４
時
〜
同
９
時
）ま
で
と

な
っ
て
い
ま
す
。
　
（
担
当
　
武
田
　

卓
）

　　
北
見
市
中
心
市
街
地
活
性
化
協
議
会

（
会
長
・
舛
川
誠
当
所
会
頭
）は
地
元
の
商

品
な
ど
の
詰
め
合
わ
せ
が
当
た
る
本
年
度

２
回
目
の「
街
あ
る
き
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」

を
12
月
16
日
か
ら
１
月
25
日
ま
で
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
昨
年
度
か
ら
始
め
た
中
心
市
街
地
の
賑

わ
い
創
出
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生

を
図
る
取
り
組
み
。

　
本
年
度
の
第
１
回（
10
月
）は
１
１
１
人

か
ら
応
募
が
あ
り
、
抽
選（
11
／
14
）＝
写

真
＝
に
よ
り
当
選
者
50
人
が
決
ま
り
商
品

を
郵
送
し
ま
し
た
。

　
今
回
も
パ
ラ
き
た
Ｋ
ｉ
ｄ
ｓ
利
用
の
親

子
が
対
象
で
、
中
心
商
店
街
の
参
加
店
15

店
を
巡
り
、
50
人
に
地
元
の
食
品
や
ギ
フ

ト
カ
ー
ド
な
ど（
特
賞
５
０
０
０
円
相
当
）

が
当
た
り
ま
す
。

　
同
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
の
参
加
店
か
ら
は

「
見
か
け
な
い
方
の
来
店
が
あ
り
励
み
に

な
る
」、
参
加
者
か
ら
は
「
中
心
街
の
店

を
知
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
」
な
ど
の
声

が
届
い
て
い
ま
す
。（
担
当
　
後
藤
　

達
哉
）

　　　　　　　　

■
令
和
６
年
度
中
心
商

店
街
歩
行
者
通
行
量
動

態
調
査
結
果

　﹇
10
月
11
日（
金
）〜

13
日（
日
）、
中
心
商
店

街
５
カ
所
・
１
日
10
回

調
査
﹈

　
３
日
間
の
通
行
量
は
、

前
年
比
７
・
１
％
増
の

６
３
４
１
人
。
３
年
連

続
の
増
加
、
６
０
０
０

人
を
超
え
る
の
は
平
成

28
年
以
来
。
そ
の
要
因

は
好
天
候
の
中
、
「
北

見
秋
祭
」
（
会
場
・
駅

南
）
へ
の
人
出
な
ど
に

よ
る
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。

　
街
路
別
で
は
、
大
通

２
１
９
９
人（
前
年
比
４
・
０
％
増
）、
中

央
通
１
３
９
１
人（
同
７
・
７
％
増
）、
銀

座
通
１
２
７
４
人（
同
12
・
５
％
増
）、
二

番
街
８
６
３
人（
同
８
・
８
％
増
）、
一
番

街
６
１
４
人（
同
４
・
２
％
増
）と
、全
街

路
が
増
え
ま
し
た
。

　
客
層
別
で
は
、｢

用
務
」
51
・
７
％（
前

年
66
・
１
％
）、｢

買
物
」
36
・
７
％（
同

23
・
１
％
）、｢

通
勤
」
６
・
７
％（
同
５
・

０
）、「
通
学
」
４
・
９
％（
同
５
・
８
）。

買
物
が
30
％
台
に
増
え
ま
し
た
。

　
年
齢
層
別
で
は
、
中
年
層
２
７
８
４
人

（
44
・
５
％
増
）、
高
齢
層
２
０
９
４
人

（
前
年
比
19
・
８
％
減
）、
若
年
層
１
４
６

３
人（
同
５
・
７
％
増
）。
各
層
別
割
合
は
、

高
齢
層
33
・
０
％（
前
年
44
・
１
％
）、
中

年
層
43
・
９
％（
同
32
・
５
％
）、
若
年
層

23
・
１
％（
同
23
・
４
％
）。
高
齢
者
で
４

割
を
超
え
て
い
ま
す
。

　
曜
日
別
で
は
、
金
曜
日
１
９
４
５
人

（
前
年
比
18
・
４
％
減
）、
土
曜
日
２
３
９

１
人（
同
19
・
６
％
増
）、
日
曜
日
２
０
０

５
人（
同
30
・
４
％
増
）と
金
曜
日
以
外
が

増
え
て
い
ま
す
。
本
年
度
の
金
曜
日
は
年

金
支
給
日
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
年
齢
層

別
と
と
も
に
影
響
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま

す
。

　
動
態
別
で
は
、
単
身
76
・
２
％
、
友
だ

ち
連
れ
10
・
９
％
、
カ
ッ
プ
ル
７
・
５
％
、

子
ど
も
連
れ
５
・
４
％
。
前
年
と
比
べ
、

単
身
以
外
が
若
干
増
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
特
別
追
加
調
査
交
差
点
の
大

通
・
銀
座
通
交
差
点
は
前
年
比
49
・
２
％
、

大
通
・
栄
交
差
点
は
14
・
６
％
そ
れ
ぞ
れ

増
加
し
ま
し
た
。
　

　
詳
し
く
は
、
当
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
　
（
担
当
　
池
亀
　

由
基
）

　中央大通沿道地区第１種市街地再開発事業では、北
見市休日夜間急病センターが完成し、昨年10月から診
療を開始しました。当所が入居する北見経済センター
ビル（写真下）は、骨組みの鉄骨が組み上がり、外壁の
仕上げ材やサッシの取り付け、電気・機械の配線配管
工事などが進められています。12月末現在の進捗率は、
約60％、完成は今年５月末（６月上旬入居）の予定。
　分譲マンションは今年12月の完成、高齢者福祉施設
（現北見経済センター解体後着工）などを含め同事業全
体の完了は令和９年３月の予定です。（担当　因　芳広）

ホ
ワ
イ
ト
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

ツ
リ
ー
を
イ
メ
ー
ジ

　
　　し
た
空
間
を
新
設

　当所と香り彩るまちづくり推進機構
の主催による恒例の「クリスマスリー
ス教室」が市内の主婦や小学生ら８人
の参加により「まちんなかSHOW10」
（北２西２）で実施されました。
　参加者は、同機構の長部こずえさん
らの指導を受けながら、地場産トドマ
ツの枝葉の束を１本のワイヤーで円い
土台にくくり付け、好みのリボンなど
で飾りつける一連の作業を和気あいあ
いと進めていました＝写真＝。トドマ
ツの香りが漂う中、形やボリユームを

整えることに
苦労しながら
も、できたオ
リジナルの
リースに目を
細めていまし
た。
（担当　古川
佳佑）

中央大通沿道地区第１種市街地再開発事業の進捗状況
北見経済センタービル工事進捗率約60％ 完成は今年５月末

街あるきスタンプラリー

要
因
は
好
天
と「
北
見
秋
祭
」「
買
物
」増
え
30
％
台
に
増
え
る

３年連続増加し6千人超える３年連続増加し6千人超える
中心商店街歩行者通行量動態調査結果

〈まちんなかSHOW10〉

第１回
終了

第２回
実施中

トドマツ香る中、
　クリスマスリースづくり
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を
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、
小
公
園
で
始
ま
り
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
令
和
２
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度
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前
季
か
ら
北
見
工
業
高
校
電
気
科
の

生
徒
が
実
習
を
兼
ね
て
設
置
作
業
に
協
力
。

今
季
は
ツ
リ
ー
を
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同
ホ
ワ
イ
ト
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
は

１
月
31
日（
午
後
４
時
〜
同
９
時
）ま
で
と

な
っ
て
い
ま
す
。
　
（
担
当
　
武
田
　

卓
）

　　
北
見
市
中
心
市
街
地
活
性
化
協
議
会

（
会
長
・
舛
川
誠
当
所
会
頭
）は
地
元
の
商

品
な
ど
の
詰
め
合
わ
せ
が
当
た
る
本
年
度

２
回
目
の「
街
あ
る
き
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」

を
12
月
16
日
か
ら
１
月
25
日
ま
で
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
昨
年
度
か
ら
始
め
た
中
心
市
街
地
の
賑

わ
い
創
出
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生

を
図
る
取
り
組
み
。

　
本
年
度
の
第
１
回（
10
月
）は
１
１
１
人

か
ら
応
募
が
あ
り
、
抽
選（
11
／
14
）＝
写

真
＝
に
よ
り
当
選
者
50
人
が
決
ま
り
商
品

を
郵
送
し
ま
し
た
。

　
今
回
も
パ
ラ
き
た
Ｋ
ｉ
ｄ
ｓ
利
用
の
親

子
が
対
象
で
、
中
心
商
店
街
の
参
加
店
15

店
を
巡
り
、
50
人
に
地
元
の
食
品
や
ギ
フ

ト
カ
ー
ド
な
ど（
特
賞
５
０
０
０
円
相
当
）

が
当
た
り
ま
す
。

　
同
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
の
参
加
店
か
ら
は

「
見
か
け
な
い
方
の
来
店
が
あ
り
励
み
に

な
る
」、
参
加
者
か
ら
は
「
中
心
街
の
店

を
知
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
」
な
ど
の
声

が
届
い
て
い
ま
す
。（
担
当
　
後
藤
　

達
哉
）

　　　　　　　　

■
令
和
６
年
度
中
心
商

店
街
歩
行
者
通
行
量
動

態
調
査
結
果

　﹇
10
月
11
日（
金
）〜

13
日（
日
）、
中
心
商
店

街
５
カ
所
・
１
日
10
回

調
査
﹈

　
３
日
間
の
通
行
量
は
、

前
年
比
７
・
１
％
増
の

６
３
４
１
人
。
３
年
連

続
の
増
加
、
６
０
０
０

人
を
超
え
る
の
は
平
成

28
年
以
来
。
そ
の
要
因

は
好
天
候
の
中
、
「
北

見
秋
祭
」
（
会
場
・
駅

南
）
へ
の
人
出
な
ど
に

よ
る
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。

　
街
路
別
で
は
、
大
通

２
１
９
９
人（
前
年
比
４
・
０
％
増
）、
中

央
通
１
３
９
１
人（
同
７
・
７
％
増
）、
銀

座
通
１
２
７
４
人（
同
12
・
５
％
増
）、
二

番
街
８
６
３
人（
同
８
・
８
％
増
）、
一
番

街
６
１
４
人（
同
４
・
２
％
増
）と
、全
街

路
が
増
え
ま
し
た
。

　
客
層
別
で
は
、｢

用
務
」
51
・
７
％（
前

年
66
・
１
％
）、｢

買
物
」
36
・
７
％（
同

23
・
１
％
）、｢

通
勤
」
６
・
７
％（
同
５
・

０
）、「
通
学
」
４
・
９
％（
同
５
・
８
）。

買
物
が
30
％
台
に
増
え
ま
し
た
。

　
年
齢
層
別
で
は
、
中
年
層
２
７
８
４
人

（
44
・
５
％
増
）、
高
齢
層
２
０
９
４
人

（
前
年
比
19
・
８
％
減
）、
若
年
層
１
４
６

３
人（
同
５
・
７
％
増
）。
各
層
別
割
合
は
、

高
齢
層
33
・
０
％（
前
年
44
・
１
％
）、
中

年
層
43
・
９
％（
同
32
・
５
％
）、
若
年
層

23
・
１
％（
同
23
・
４
％
）。
高
齢
者
で
４

割
を
超
え
て
い
ま
す
。

　
曜
日
別
で
は
、
金
曜
日
１
９
４
５
人

（
前
年
比
18
・
４
％
減
）、
土
曜
日
２
３
９

１
人（
同
19
・
６
％
増
）、
日
曜
日
２
０
０

５
人（
同
30
・
４
％
増
）と
金
曜
日
以
外
が

増
え
て
い
ま
す
。
本
年
度
の
金
曜
日
は
年

金
支
給
日
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
年
齢
層

別
と
と
も
に
影
響
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま

す
。

　
動
態
別
で
は
、
単
身
76
・
２
％
、
友
だ

ち
連
れ
10
・
９
％
、
カ
ッ
プ
ル
７
・
５
％
、

子
ど
も
連
れ
５
・
４
％
。
前
年
と
比
べ
、

単
身
以
外
が
若
干
増
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
特
別
追
加
調
査
交
差
点
の
大

通
・
銀
座
通
交
差
点
は
前
年
比
49
・
２
％
、

大
通
・
栄
交
差
点
は
14
・
６
％
そ
れ
ぞ
れ

増
加
し
ま
し
た
。
　

　
詳
し
く
は
、
当
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
　
（
担
当
　
池
亀
　

由
基
）

　中央大通沿道地区第１種市街地再開発事業では、北
見市休日夜間急病センターが完成し、昨年10月から診
療を開始しました。当所が入居する北見経済センター
ビル（写真下）は、骨組みの鉄骨が組み上がり、外壁の
仕上げ材やサッシの取り付け、電気・機械の配線配管
工事などが進められています。12月末現在の進捗率は、
約60％、完成は今年５月末（６月上旬入居）の予定。
　分譲マンションは今年12月の完成、高齢者福祉施設
（現北見経済センター解体後着工）などを含め同事業全
体の完了は令和９年３月の予定です。（担当　因　芳広）

ホ
ワ
イ
ト
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

ツ
リ
ー
を
イ
メ
ー
ジ

　
　　し
た
空
間
を
新
設

　当所と香り彩るまちづくり推進機構
の主催による恒例の「クリスマスリー
ス教室」が市内の主婦や小学生ら８人
の参加により「まちんなかSHOW10」
（北２西２）で実施されました。
　参加者は、同機構の長部こずえさん
らの指導を受けながら、地場産トドマ
ツの枝葉の束を１本のワイヤーで円い
土台にくくり付け、好みのリボンなど
で飾りつける一連の作業を和気あいあ
いと進めていました＝写真＝。トドマ
ツの香りが漂う中、形やボリユームを

整えることに
苦労しながら
も、できたオ
リジナルの
リースに目を
細めていまし
た。
（担当　古川
佳佑）

中央大通沿道地区第１種市街地再開発事業の進捗状況
北見経済センタービル工事進捗率約60％ 完成は今年５月末

街あるきスタンプラリー

要
因
は
好
天
と「
北
見
秋
祭
」「
買
物
」増
え
30
％
台
に
増
え
る

３年連続増加し6千人超える３年連続増加し6千人超える
中心商店街歩行者通行量動態調査結果

〈まちんなかSHOW10〉

第１回
終了

第２回
実施中

トドマツ香る中、
　クリスマスリースづくり
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住所と電話番号が
変更になりました。

　「
ス
キ
マ
バ
イ
ト
募
集
サ
ー
ビ
ス
Ｔ
ｉ
ｍ
ｅ

ｅ（
タ
イ
ミ
ー
）説
明
会
」（
11
／
７
）で
は
、

受
講
者
12
人
が
全
国
で
ス
キ
マ
バ
イ
ト
サ
ー

ビ
ス
事
業
を
展
開
し
て
い
る
㈱
タ
イ
ミ
ー
の

北
海
道
支
社
派
遣
講
師
か
ら
、
新
た
な
働
き

手
確
保
へ
の
一
助
と
し
て
、
同
社
の
サ
ー
ビ

ス
概
要
や
活
用
事
例
な
ど
を
紹
介
・
説
明
を

受
け
ま
し
た
。
　
　
（
担
当
　
後
藤
　

達
哉
）

 

　「
価
格
転
嫁
セ
ミ
ナ
ー
」（
11
／
15
）で
は
、

受
講
者
７
人
が
㈱
日
本
ビ
ジ
ネ
ス
社
社
長
の

佐
々
木
隆
浩
さ
ん
か
ら
価
格
転
嫁
の
成
功
事

例
や
顧
客
に
納
得
し
て
も
ら
え
る
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
方
法
な
ど
収
益
向
上
に
向
け
た

価
格
転
嫁
対
策
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　
　
（
担
当
　
後
藤
　

達
哉
）

　
「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
販
路
拡
大
セ
ミ

ナ
ー
」（
11
／
22
）で
は
、
受
講
者
13
人
が
Ｉ

Ｔ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
の
阿
部
裕
樹
さ
ん
か
ら

Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要
性
、

フ
ォ
ロ
ワ
ー
の
増
や
し
方
、
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ

Ｔ
活
用
に
よ
る
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
、
成

功
事
例
な
ど
の
説
明
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

　
阿
部
さ
ん
は
、
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
の
体
験
、

活
用
に
よ
る
事
業
計
画
や
コ
ン
テ
ン
ツ
な
ど

の
タ
タ
キ
台
づ
く
り
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ

ウ
ン
ト
の
活
用
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
ア
ナ
ロ
グ
の
併

用
な
ど
を
勧
め
て
い
ま
し
た
。

（
担
当
　
後
藤
　

達
哉
）

　
北
洋
は
ま
な
す
会
と
の
主
催
に
よ
る
「
経

営
セ
ミ
ナ
ー
」（
11
／
26
）は
、「
セ
ク
ハ
ラ
・

パ
ワ
ハ
ラ
の
防
止
」
を
テ
ー
マ
に
、
受
講
者

26
人
が
弁
護
士
の
田
代
耕
平
さ
ん
か
ら
改
正

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
法
の
概
要
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

の
類
型
、
組
織
の
責
任
、
事
例
な
ど
の
説
明

を
受
け
、
実
態
や
対
応
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
ま
し
た
。

　
田
代
さ
ん
は
、
パ
ワ
ハ
ラ
に
な
ら
な
い
指

導
と
し
て
、
①
し
か
る
前
に
ひ
と
呼
吸
置
く

（
冷
静
さ
を
保
つ
、
時
間
を
空
け
る
）、
②
指

導
が
必
要
な
具
体
的
行
動
に
焦
点
を
当
て
る
、

③
性
格
の
非
難
や
否
定
は
Ｎ
Ｇ
、
④
指
導
が

ど
う
伝
わ
っ
た
か
確
認
す
る
こ
と
を
助
言
し

て
い
ま
し
た
。
　
　
（
担
当
　
安
藤
　

辰
徳
）

　「
複
式
簿
記
講
習
会
決
算
編
」（
12
／
３
〜

５
）で
は
、
受
講
者
14
人
が
税
理
士
の
江
澤

昭
さ
ん
か
ら
仕
訳
伝
票
の
起
票
・
伝
票
転
記
、

残
高
試
算
表
、
決
算
整
理
仕
訳
、
損
益
計
算

書
・
貸
借
対
照
表
な
ど
の
意
味
や
仕
組
み
に

つ
い
て
、
演
習
や
実
例
を
交
え
て
学
び
ま
し

た
。
　
　
　
　
　
　
（
担
当
　
古
川
　

佳
佑
）

　「
支
援
施
策
活
用
セ
ミ
ナ
ー
」（
12
／
16
）

で
は
、
受
講
者
７
人
が
中
小
診
断
士
の
藤
田

貴
史
さ
ん
か
ら
経
営
力
の
強
化
を
目
指
す
経

営
者
を
支
援
す
る
国
の
各
種
補
助
金
な
ど
の

施
策
、
申
請
の
際
の
留
意
点
な
ど
を
学
び
ま

し
た
。
　
　
　
　
　 

（
担
当
　
安
藤
　

辰
徳
）

販路拡大セミナー

支援施策活用セミナー

交流を深めた会員親睦交流事業。
右の写真は足立美術館の日本庭園

　第５回会員親睦交流事業が令
和６年11月16日から２泊３日
の日程で舛川誠会頭、永田裕
一副会頭を含め会員事業所９社
15人の参加により東京都・山陰
地方で実施されました。
　初日、江戸の街並みを再現し
た商業施設「豊洲千客万来」

（東京都江東区）を視察したのち、
夕方から後楽園ホールで格闘技

「krush」の全９試合を観戦し、
ライブでの格闘技の迫力に圧倒
されていました。
　２日目、島根県に移動して縁
結びの神様で知られる「出雲大
社」を参拝。この日（17日）は、
出雲地方における神在月の最終
日ということもあり、多くの参
拝者で賑わう中、参加者は出雲
大社に集う八百万（やおよろず）
の神々に願掛をしました。
　最終日、足立美術館（島根県
安来市）では、「日本庭園ランキン
グ」21年連続日本一の庭園、近
代日本画の巨匠・横山大観の名
画、陶芸家・北大路魯山
人の作品などを鑑賞し、
それらの美しさや迫力に
魅了されていました。
　また、２日目の懇親会
での舞台で繰り広げられ
る「民謡ショー」や「ど
じょうすくい踊り」、ビ
ンゴ大会で盛り上がる
など、ともに巡った３
日間を通じ、さまざま
な場面で親睦を深めま
した。同交流事業に参
加いただきました皆様にお礼申
し上げます。　

（担当　酒井　正則）

第５回会員親睦交流事業 15人が参加し、東京・島根を訪ねる
セミナー　抄　録



8 7北見商工会議所報　第175号 北見商工会議所報　第175号

いい部屋ネット北見店

〒090－0042　北見市北2条西3丁目6番地 TEL.（0157）66－2000

住所と電話番号が
変更になりました。

　「
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サ
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）説
明
会
」（
11
／
７
）で
は
、
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講
者
12
人
が
全
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で
ス
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マ
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ビ
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事
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い
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ミ
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の
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支
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派
遣
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ら
、
新
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働
き

手
確
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一
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と
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て
、
同
社
の
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概
要
や
活
用
事
例
な
ど
を
紹
介
・
説
明
を

受
け
ま
し
た
。
　
　
（
担
当
　
後
藤
　

達
哉
）

 

　「
価
格
転
嫁
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ー
」（
11
／
15
）で
は
、

受
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者
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人
が
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日
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ビ
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ス
社
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長
の
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の
成
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や
顧
客
に
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な
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向
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対
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に
つ
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て
学
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ま
し
た
。

　
　
（
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）

　
「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
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販
路
拡
大
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」（
11
／
22
）で
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、
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13
人
が
Ｉ

Ｔ
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の
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Ｎ
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な
ど
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に
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た
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、
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験
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。
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会
と
の
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催
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」（
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／
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、「
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ハ
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・
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ハ
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の
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」
を
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に
、
受
講
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26
人
が
弁
護
士
の
田
代
耕
平
さ
ん
か
ら
改
正

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
法
の
概
要
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

の
類
型
、
組
織
の
責
任
、
事
例
な
ど
の
説
明

を
受
け
、
実
態
や
対
応
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
ま
し
た
。

　
田
代
さ
ん
は
、
パ
ワ
ハ
ラ
に
な
ら
な
い
指

導
と
し
て
、
①
し
か
る
前
に
ひ
と
呼
吸
置
く

（
冷
静
さ
を
保
つ
、
時
間
を
空
け
る
）、
②
指

導
が
必
要
な
具
体
的
行
動
に
焦
点
を
当
て
る
、

③
性
格
の
非
難
や
否
定
は
Ｎ
Ｇ
、
④
指
導
が

ど
う
伝
わ
っ
た
か
確
認
す
る
こ
と
を
助
言
し

て
い
ま
し
た
。
　
　
（
担
当
　
安
藤
　

辰
徳
）

　「
複
式
簿
記
講
習
会
決
算
編
」（
12
／
３
〜

５
）で
は
、
受
講
者
14
人
が
税
理
士
の
江
澤

昭
さ
ん
か
ら
仕
訳
伝
票
の
起
票
・
伝
票
転
記
、

残
高
試
算
表
、
決
算
整
理
仕
訳
、
損
益
計
算

書
・
貸
借
対
照
表
な
ど
の
意
味
や
仕
組
み
に

つ
い
て
、
演
習
や
実
例
を
交
え
て
学
び
ま
し

た
。
　
　
　
　
　
　
（
担
当
　
古
川
　

佳
佑
）

　「
支
援
施
策
活
用
セ
ミ
ナ
ー
」（
12
／
16
）

で
は
、
受
講
者
７
人
が
中
小
診
断
士
の
藤
田

貴
史
さ
ん
か
ら
経
営
力
の
強
化
を
目
指
す
経

営
者
を
支
援
す
る
国
の
各
種
補
助
金
な
ど
の

施
策
、
申
請
の
際
の
留
意
点
な
ど
を
学
び
ま

し
た
。
　
　
　
　
　 

（
担
当
　
安
藤
　

辰
徳
）

販路拡大セミナー

支援施策活用セミナー

交流を深めた会員親睦交流事業。
右の写真は足立美術館の日本庭園

　第５回会員親睦交流事業が令
和６年11月16日から２泊３日
の日程で舛川誠会頭、永田裕
一副会頭を含め会員事業所９社
15人の参加により東京都・山陰
地方で実施されました。
　初日、江戸の街並みを再現し
た商業施設「豊洲千客万来」

（東京都江東区）を視察したのち、
夕方から後楽園ホールで格闘技

「krush」の全９試合を観戦し、
ライブでの格闘技の迫力に圧倒
されていました。
　２日目、島根県に移動して縁
結びの神様で知られる「出雲大
社」を参拝。この日（17日）は、
出雲地方における神在月の最終
日ということもあり、多くの参
拝者で賑わう中、参加者は出雲
大社に集う八百万（やおよろず）
の神々に願掛をしました。
　最終日、足立美術館（島根県
安来市）では、「日本庭園ランキン
グ」21年連続日本一の庭園、近
代日本画の巨匠・横山大観の名
画、陶芸家・北大路魯山
人の作品などを鑑賞し、
それらの美しさや迫力に
魅了されていました。
　また、２日目の懇親会
での舞台で繰り広げられ
る「民謡ショー」や「ど
じょうすくい踊り」、ビ
ンゴ大会で盛り上がる
など、ともに巡った３
日間を通じ、さまざま
な場面で親睦を深めま
した。同交流事業に参
加いただきました皆様にお礼申
し上げます。　

（担当　酒井　正則）

第５回会員親睦交流事業 15人が参加し、東京・島根を訪ねる
セミナー　抄　録
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本年もよろしくお願い申し上げます。

　
当
所
は
中
学
生
の
職
業
体

験
を
受
け
入
れ
る
会
員
事
業

所
の
リ
ス
ト
を
作
成
し
、
11

月
14
日
、
当
所
に
お
い
て
舛

川
誠
会
頭
か
ら
北
見
市
公
立

学
校
校
長
会
で
担
当
の
喜
多

哲
也
さ
ん（
東
相
内
中
校
長
）

に
提
供
し
ま
し
た
＝
写
真
＝
。

　
中
学
校
の
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」

で
職
場
体
験
活
動
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
派
遣
先
の
事
業
所
の
確
保
が
難
し
い

状
況
に
つ
い
て
、
学
校
関
係
者
と
接
触
す

る
機
会
の
中
で
把
握
し
た
こ
と
が
リ
ス
ト

づ
く
り
の
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。
　

　
当
所
は
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
受
け
入
れ

の
可
否
を
は
じ
め
会
員
事
業
所
の
意
向
・

対
応
を
把
握
し
、
リ
ス
ト
づ
く
り
を
進

め
、
受
け
入
れ
可
能
な
67
事
業
所
の
業
務

内
容
、
受
け
入
れ
時
期
・
人
数
、
体
験
内

容
、
担
当
者
な
ど
一
覧
で
き
る
「
中
学
校

の
職
業
体
験
実
施
事
業
所
リ
ス
ト
」
と
し

て
ま
と
め
ま
し
た
。

　
同
日
、
当
所
に
お
い
て
北
見
市
介
護
福

祉
課
も
職
場
体
験
が
可
能
な
市
内
介
護
事

業
所
11
社
の
リ
ス
ト
を
同
校
長
会
に
提
供

し
ま
し
た
。

　
同
校
長
会
で
は
、
こ
れ
ら
リ
ス
ト
を
令

和
７
年
度
の
職
場
体
験
活
動
か
ら
活
用
す

る
予
定
。
喜
多
さ
ん
は
「
学
校
独
自
に
職

業
体
験
を
で
き
る
会
社
を
探
す
こ
と
、
多

種
の
業
種
の
確
保
に
は
苦
労
し
て
い
ま
し

た
。
生
徒
の
選
択
肢
が
増
え
る
こ
と
に
な

り
助
か
り
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

　
職
業
体
験
を
通
じ
て
、
地
元
の
会
社
を

知
っ
て
も
ら
い
、
地
元
就
職
へ
の
意
識
が

高
ま
っ
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

（
担
当
　
後
藤
　

達
哉
）

　
共
済
・
福
祉
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
　

お
礼

　
当
所
の
「
秋
の
共
済
・
福
祉
制
度
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
へ
の
会
員
事
業
所
の
皆
様
の
ご
協

力
に
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
福
祉
制
度
で
は
当
初
の
目
標
を
達
成
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
同
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
終

了
後
も
会
員
事
業
所
皆
様
の
福
利
厚
生
の
向

上
や
経
営
安
定
の
た
め
、
共
済
・
福
祉
制
度

の
推
進
を
図
っ
て
参
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。（

担
当
　
総
務
部
）

　　
総
務
委
員
会
を
開
催

　
去
る
12
月
23
日（
月
）午
後
１
時
30
分
か
ら
、

舛
川
会
頭
、
片
山
担
当
副
会
頭
、
坂
井
委
員

長
は
じ
め
委
員
７
名
の
出
席
に
よ
り
委
員
会

を
開
催
。
三
役
か
ら
の
諮
問
に
よ
り
北
見
商

工
会
議
所
年
会
費
の
改
定（
案
）に
つ
い
て

所
管
す
る
総
務
委
員
会
に
お
い
て
意
見
交
換

し
ま
し
た
。
　
　
　
（
担
当
　
酒
井
　

正
則
）

　

〈
ビ
ズ
サ
ポ
北
見
〉

　   

創
業
・
開
業
、
経
営
課
題
に
対
応

　
当
所
が
運
営
す
る
「
北
見
ビ
ジ
ネ
ス
総
合

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」（
北
見
経
済
セ
ン

タ
ー
２
階
、
通
称
・
ビ
ズ
サ
ポ
北
見
）で
は

専
門
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
経
営
課
題
を
抱

え
る
中
小
企
業
経
営
者
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

サ
ー
ビ
ス
で
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
同
セ
ン
タ
ー
に
は
、
事
業
提
携
先
の
中
小

企
業
基
盤
整
備
機
構
北
海
道
本
部
北
見
オ

フ
ィ
ス
と
北
海
道
知
的
財
産
情
報
セ
ン
タ
ー

北
見
サ
テ
ラ
イ
ト
が
同
居
し
て
い
ま
す
。  

　
同
北
見
オ
フ
ィ
ス
を
は
じ
め
、
北
見
工
大
、 

金
融
機
関
、
税
務
・
法
務
機
関
と
連
携
し
て

相
談
案
件
に
応
じ
た
専
門
家
の
紹
介
も
行
っ

て
い
ま
す
。
　
　

　
随
時
の
窓
口
相
談
の
ほ
か
、
同
オ
フ
ィ
ス

と
の
連
携
に
よ
り
専
門
家
個
別
相
談
会
を
毎

月
第
２
・
４
月
曜
日（
午
後
１
時
〜
５
時
）に

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
お
気
軽
に
ご
相
談（
無
料
、
要
予
約
）く
だ

さ
い（
℡
57
ー

５
６
８
８
）。

（
担
当
　
竹
中
　

秀
之
）   

　
当
所
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る（
公
財
）北
海

道
中
小
企
業
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
オ
ホ
ー
ツ

ク
支
部
で
は
職
員
３
名（
う
ち
２
名
非
常
勤
）

体
制
で
、
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
さ

ま
ざ
ま
な
経
営
課
題
に
係
る
相
談
に
応
じ
て

い
ま
す（
無
料
）。
お
問
い
合
わ
せ
は
、
同
オ

ホ
ー
ツ
ク
支
部（
℡
31
ー

１
１
２
３
）へ
。

　
　

　「
き
た
み
de
婚
カ
ツ
」
が
２
月
１
日
午
後

５
時
か
ら
ホ
テ
ル
黒
部
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

当
所
と
実
行
委
員
会
の
主
催
。
コ
ロ
ナ
禍
で

中
止
が
余
儀
な
く
さ
れ
４
年
ぶ
り
と
な
り
ま

す
。
事
前
セ
ミ
ナ
ー
も
含
め
、
男
女
各
15
人

（
定
員
）の
出
会
い
を
応
援
し
ま
す
。

（
担
当
　
武
田
　

卓
）

　女性会の11月例会は25日、会員22人の出席により、北見
経済センターで開かれ、新しい北見経済センタービルの建
設を含む「北見市中央大通沿道地区第一種市街地再開発事

業」をテーマにした講話
が当所の舛川誠会頭、因
芳広理事・参与を講師に
行われました。
　同再開発エリアでは、
移転・新築した北見市休
日夜間急病センターの運
営、分譲マンションの販

売も始まり関心が高まっています。
　講話では、平成10年代以降の市や当所の関連した取り組
み、同再開発事業（施工者　札幌・アルファコート㈱）のコ
ンセプト、各建築物（北見経済センタービル、分譲マン
ション、休日夜間急病センター、高齢者福祉施設等）の概
要、配置計画、今年5月末に完成予定の北見経済センター
ビル（鉄骨造６階建て）・当所フロア（５・６階）の概要、総
事業費（約93億円うち補助金約42億円）、進捗率（10月末、
北見経済センタービル48％）などの説明を受けました。
　また、完成後の地区全体を空から見下ろした動画や中央
大通側から新設の広場を歩行目線で移動する動画により、
出席者は同再開発事業のスケール、完成後の中心市街地へ
の波及効果などに思いをはせていたようです。

（担当　池亀　由基）

　青年部主催の「街コン2024」が12月例会として、７日夜、
山下町の飲食店街で実施されました＝写真＝。８月の盆踊
りに続く、市民を巻き込んだ持続可能な地域づくりを目指
した取り組み。今回は、若者の出会いや交流を深める場と
して企画し、会場の提供も含め、会員が連携して裏方を努
めました。　
　参加者は市内の20代から40代の男性69人、女性61人の計
130人。ロータリー広場に集合したのち、バー３店を巡り、
各店で乾杯のあと飲食をと
もに交流しました。３時間
ほどの場でしたが、出会い
を楽しみ、交友関係を広げ
るきっかけとなり、２次会
に流れたり、再会を約束し
た参加者もいたようです。

（担当　武田　卓）

新入会員紹介
（入会日　令６・10/20～12/15）

ご入会ありがとうございます

■川嶋一級建築士事務所（川嶋茂
さん、西三輪５丁目19－５建築・
商業施設総合プランナー）
■㈱ワークサポート北見（川口成
美さん、本町１丁目２－８網走交
通本町ビル３Ｆ、サービス付き高
齢者向け住宅・グループホーム・
有料老人ホーム）
■水上産業（水上正俊さん、訓子府
町日出105－４、土砂・残土運搬
〈大型ダンプ〉）
■川村行政書士事務所（川村一哉
さん、美芳町４丁目６－２第21日
研ハイツ２階205号室、官公署に
提出する書類の作成・相談・提出
手続き・権利義務に関する書類の
作成・相談等）
■北見焼肉　沢の（田中勇気さん、
北５条西１丁目16－３、焼肉店）
■㈲ブリックヨウコ（塩田英穂さん、
北１条西２丁目14、靴・鞄・アパ
レル）

女 性 会 11月例会
会頭・参与講師に再開発事業の理解を深める

中学校の職業体験実施事業所リスト作成
　　　　　　　　北見市公立学校校長会に提供

青 年 部 12月例会
街コン主催し130人に出会いの場を提供

　〈
北
海
道
中
小
企
業

　
　
　
　
　
　
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
〉

２
月
１
日
　
４
年
ぶ
り

　
　
　
　
　
　
き
た
み
de
婚
カ
ツ
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【豊地事業所】

本年もよろしくお願い申し上げます。

　
当
所
は
中
学
生
の
職
業
体

験
を
受
け
入
れ
る
会
員
事
業

所
の
リ
ス
ト
を
作
成
し
、
11

月
14
日
、
当
所
に
お
い
て
舛

川
誠
会
頭
か
ら
北
見
市
公
立

学
校
校
長
会
で
担
当
の
喜
多

哲
也
さ
ん（
東
相
内
中
校
長
）

に
提
供
し
ま
し
た
＝
写
真
＝
。

　
中
学
校
の
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」

で
職
場
体
験
活
動
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
派
遣
先
の
事
業
所
の
確
保
が
難
し
い

状
況
に
つ
い
て
、
学
校
関
係
者
と
接
触
す

る
機
会
の
中
で
把
握
し
た
こ
と
が
リ
ス
ト

づ
く
り
の
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。
　

　
当
所
は
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
受
け
入
れ

の
可
否
を
は
じ
め
会
員
事
業
所
の
意
向
・

対
応
を
把
握
し
、
リ
ス
ト
づ
く
り
を
進

め
、
受
け
入
れ
可
能
な
67
事
業
所
の
業
務

内
容
、
受
け
入
れ
時
期
・
人
数
、
体
験
内

容
、
担
当
者
な
ど
一
覧
で
き
る
「
中
学
校

の
職
業
体
験
実
施
事
業
所
リ
ス
ト
」
と
し

て
ま
と
め
ま
し
た
。

　
同
日
、
当
所
に
お
い
て
北
見
市
介
護
福

祉
課
も
職
場
体
験
が
可
能
な
市
内
介
護
事

業
所
11
社
の
リ
ス
ト
を
同
校
長
会
に
提
供

し
ま
し
た
。

　
同
校
長
会
で
は
、
こ
れ
ら
リ
ス
ト
を
令

和
７
年
度
の
職
場
体
験
活
動
か
ら
活
用
す

る
予
定
。
喜
多
さ
ん
は
「
学
校
独
自
に
職

業
体
験
を
で
き
る
会
社
を
探
す
こ
と
、
多

種
の
業
種
の
確
保
に
は
苦
労
し
て
い
ま
し

た
。
生
徒
の
選
択
肢
が
増
え
る
こ
と
に
な

り
助
か
り
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

　
職
業
体
験
を
通
じ
て
、
地
元
の
会
社
を

知
っ
て
も
ら
い
、
地
元
就
職
へ
の
意
識
が

高
ま
っ
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

（
担
当
　
後
藤
　

達
哉
）

　
共
済
・
福
祉
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
　

お
礼

　
当
所
の
「
秋
の
共
済
・
福
祉
制
度
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
へ
の
会
員
事
業
所
の
皆
様
の
ご
協

力
に
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
福
祉
制
度
で
は
当
初
の
目
標
を
達
成
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
同
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
終

了
後
も
会
員
事
業
所
皆
様
の
福
利
厚
生
の
向

上
や
経
営
安
定
の
た
め
、
共
済
・
福
祉
制
度

の
推
進
を
図
っ
て
参
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。（

担
当
　
総
務
部
）

　　
総
務
委
員
会
を
開
催

　
去
る
12
月
23
日（
月
）午
後
１
時
30
分
か
ら
、

舛
川
会
頭
、
片
山
担
当
副
会
頭
、
坂
井
委
員

長
は
じ
め
委
員
７
名
の
出
席
に
よ
り
委
員
会

を
開
催
。
三
役
か
ら
の
諮
問
に
よ
り
北
見
商

工
会
議
所
年
会
費
の
改
定（
案
）に
つ
い
て

所
管
す
る
総
務
委
員
会
に
お
い
て
意
見
交
換

し
ま
し
た
。
　
　
　
（
担
当
　
酒
井
　

正
則
）

　

〈
ビ
ズ
サ
ポ
北
見
〉

　   

創
業
・
開
業
、
経
営
課
題
に
対
応

　
当
所
が
運
営
す
る
「
北
見
ビ
ジ
ネ
ス
総
合

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」（
北
見
経
済
セ
ン

タ
ー
２
階
、
通
称
・
ビ
ズ
サ
ポ
北
見
）で
は

専
門
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
経
営
課
題
を
抱

え
る
中
小
企
業
経
営
者
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

サ
ー
ビ
ス
で
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
同
セ
ン
タ
ー
に
は
、
事
業
提
携
先
の
中
小

企
業
基
盤
整
備
機
構
北
海
道
本
部
北
見
オ

フ
ィ
ス
と
北
海
道
知
的
財
産
情
報
セ
ン
タ
ー

北
見
サ
テ
ラ
イ
ト
が
同
居
し
て
い
ま
す
。  

　
同
北
見
オ
フ
ィ
ス
を
は
じ
め
、
北
見
工
大
、 

金
融
機
関
、
税
務
・
法
務
機
関
と
連
携
し
て

相
談
案
件
に
応
じ
た
専
門
家
の
紹
介
も
行
っ

て
い
ま
す
。
　
　

　
随
時
の
窓
口
相
談
の
ほ
か
、
同
オ
フ
ィ
ス

と
の
連
携
に
よ
り
専
門
家
個
別
相
談
会
を
毎

月
第
２
・
４
月
曜
日（
午
後
１
時
〜
５
時
）に

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
お
気
軽
に
ご
相
談（
無
料
、
要
予
約
）く
だ

さ
い（
℡
57
ー

５
６
８
８
）。

（
担
当
　
竹
中
　

秀
之
）   

　
当
所
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る（
公
財
）北
海

道
中
小
企
業
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
オ
ホ
ー
ツ

ク
支
部
で
は
職
員
３
名（
う
ち
２
名
非
常
勤
）

体
制
で
、
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
さ

ま
ざ
ま
な
経
営
課
題
に
係
る
相
談
に
応
じ
て

い
ま
す（
無
料
）。
お
問
い
合
わ
せ
は
、
同
オ

ホ
ー
ツ
ク
支
部（
℡
31
ー

１
１
２
３
）へ
。

　
　

　「
き
た
み
de
婚
カ
ツ
」
が
２
月
１
日
午
後

５
時
か
ら
ホ
テ
ル
黒
部
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

当
所
と
実
行
委
員
会
の
主
催
。
コ
ロ
ナ
禍
で

中
止
が
余
儀
な
く
さ
れ
４
年
ぶ
り
と
な
り
ま

す
。
事
前
セ
ミ
ナ
ー
も
含
め
、
男
女
各
15
人

（
定
員
）の
出
会
い
を
応
援
し
ま
す
。

（
担
当
　
武
田
　

卓
）

　女性会の11月例会は25日、会員22人の出席により、北見
経済センターで開かれ、新しい北見経済センタービルの建
設を含む「北見市中央大通沿道地区第一種市街地再開発事

業」をテーマにした講話
が当所の舛川誠会頭、因
芳広理事・参与を講師に
行われました。
　同再開発エリアでは、
移転・新築した北見市休
日夜間急病センターの運
営、分譲マンションの販

売も始まり関心が高まっています。
　講話では、平成10年代以降の市や当所の関連した取り組
み、同再開発事業（施工者　札幌・アルファコート㈱）のコ
ンセプト、各建築物（北見経済センタービル、分譲マン
ション、休日夜間急病センター、高齢者福祉施設等）の概
要、配置計画、今年5月末に完成予定の北見経済センター
ビル（鉄骨造６階建て）・当所フロア（５・６階）の概要、総
事業費（約93億円うち補助金約42億円）、進捗率（10月末、
北見経済センタービル48％）などの説明を受けました。
　また、完成後の地区全体を空から見下ろした動画や中央
大通側から新設の広場を歩行目線で移動する動画により、
出席者は同再開発事業のスケール、完成後の中心市街地へ
の波及効果などに思いをはせていたようです。

（担当　池亀　由基）

　青年部主催の「街コン2024」が12月例会として、７日夜、
山下町の飲食店街で実施されました＝写真＝。８月の盆踊
りに続く、市民を巻き込んだ持続可能な地域づくりを目指
した取り組み。今回は、若者の出会いや交流を深める場と
して企画し、会場の提供も含め、会員が連携して裏方を努
めました。　
　参加者は市内の20代から40代の男性69人、女性61人の計
130人。ロータリー広場に集合したのち、バー３店を巡り、
各店で乾杯のあと飲食をと
もに交流しました。３時間
ほどの場でしたが、出会い
を楽しみ、交友関係を広げ
るきっかけとなり、２次会
に流れたり、再会を約束し
た参加者もいたようです。

（担当　武田　卓）

新入会員紹介
（入会日　令６・10/20～12/15）

ご入会ありがとうございます

■川嶋一級建築士事務所（川嶋茂
さん、西三輪５丁目19－５建築・
商業施設総合プランナー）
■㈱ワークサポート北見（川口成
美さん、本町１丁目２－８網走交
通本町ビル３Ｆ、サービス付き高
齢者向け住宅・グループホーム・
有料老人ホーム）
■水上産業（水上正俊さん、訓子府
町日出105－４、土砂・残土運搬
〈大型ダンプ〉）
■川村行政書士事務所（川村一哉
さん、美芳町４丁目６－２第21日
研ハイツ２階205号室、官公署に
提出する書類の作成・相談・提出
手続き・権利義務に関する書類の
作成・相談等）
■北見焼肉　沢の（田中勇気さん、
北５条西１丁目16－３、焼肉店）
■㈲ブリックヨウコ（塩田英穂さん、
北１条西２丁目14、靴・鞄・アパ
レル）

女 性 会 11月例会
会頭・参与講師に再開発事業の理解を深める

中学校の職業体験実施事業所リスト作成
　　　　　　　　北見市公立学校校長会に提供

青 年 部 12月例会
街コン主催し130人に出会いの場を提供

　〈
北
海
道
中
小
企
業

　
　
　
　
　
　
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
〉

２
月
１
日
　
４
年
ぶ
り

　
　
　
　
　
　
き
た
み
de
婚
カ
ツ



2024.12.23担当社長/信田

● 新年のごあいさつ 舛川誠会頭

● 巳年生まれの役員・議員の抱負

● 新年交礼会開催　

● 全道大会に向けて各部会始動

● 中心商店街歩行者通行量３年連続増加

● 第５回会員親睦交流事業実施

　令和７年の新年交礼会では市内各界の約300人が新年のあいさつを交わし交流。
５シーズン目のホワイトイルミネーションにはツリーをイメージした空間が新た
に登場しました。

　昨年９月にオープンした「北見焼肉　沢の」。無
煙ロースターを備えた客席は１人焼肉ができるカ
ウンターや個室などを含め約40席。店主の田中勇
気さん（35）は市内事業所に勤務したのち、食肉処
理場と精肉店で職人の技術を学び、20代から夢み
た焼肉店を開業。生肉を基本にした仕入れで、肉
刺し、牛タン、牛サガリなどを提供。皮むきから
手作業で生ダレも手作り。手間を惜しまず品質

にこだわる。「開業した
ばかりで課題は少なく
ない」と話す田中さん。

「女性も来やすい店づく
りも進め、顧客を増やし
ていきたい。個室等備え
ているのでファミリーの
方等もご利用頂ければ」
と、百菜子夫人と店を切
り盛りしています。

　昨年５月、㈱北見ハッカ
通商が創業40周年事業の
一環でホテル業に参入。
ハッカをテーマにミント
グリーンを基調とした外観
の「MEN’TEL（メンテル）」
が開業した。経営はグルー
プ企業の㈱MEN’TELが担
う。全14室の各部屋のアメ
ニティーに同社製品を設
置。1Ｆ自動販売機でもハッカ製品を買うことが
できる。無人スタイルの運営のため自動精算機を
導入、各宿泊サイトからの予約・決済を基本とし
ている。宿泊者からの問い合わせや緊急時には職
員が対応する。
　「夏は満室になることも多く、観光目的の外国
人が多い。１年を通じた営業を踏まえサービス向
上を図っていきたい」と話す岡本明支配人（55）。
リピーターの増加、厳寒の焼き肉まつり当日は満
室と、手応えを掴み始めているようだ。

２
　

月

１
　

月

◆20日 消費税インボイス制度等税務個別相談窓口
◆22日 道商連正副会頭・委員長政策懇談会、道

議会議員との政策懇談会、令和６年度小
規模補助金変更申請審査会

◆27日 三役会、正副会頭と部会長・委員長懇談会
◆29日 事業承継相談室

◆３日 議員会麻雀大会
◆５日 三役会
◆６日 事業承継相談室（27日）
◆12日 建設業部会
◆13日 第262回全道商工会議所専務理事会議
◆14日 道商連物流対策特別委員会
◆17日 三役会、第335回常議員会、第221回臨時

議員総会
◆19日 日商合同委員会（20日）
◆23日 日商簿記検定試験３級・２級
◆25日 第２回学生のためのビジネススクール、

日商第５回まちづくり・地域経済循環　
推進専門委員会他合同専門委員会

◆26日 正副会頭と正副部会長・正副委員長合同
連絡会議

発行日　2025年１月16日（隔月発行）　　　発行人　専務理事　服　部　浩　司
発行所　北見商工会議所　北見市北３条東１丁目２　TEL（0157）23-4111　FAX（0157）22-2282
ホームページ　http://kitamicci.or.jp
メ ー ル　info@kitamicci.or.jp
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生肉基本に仕入し手作業の肉刺しや牛たんなど提供

北見焼肉　沢 の
ハッカをテーマにしたホテル「Tabist MEN’TEL」経営

MEN’TEL（メンテル）

　新年明けましておめでとうございます。
本年もどうぞよろしくお願いいたします。
　早いもので令和も７年目を迎えました。
年齢を重ねるごとに月日の流れが早くな
り、あっという間に１年が過ぎていくな
と感じる方も多いと思いますが、これは

「ジャネーの法則」といわれる心理現象
だそうです。この法則は、歳を重ねるにつれて自
分の人生における１年の比率が小さくなるため、
体感として１年が短く、時間が早く過ぎると感じ
られるというもので、例えば５歳にとっての１年
間は、50歳にとっての10年間に相当するそうです。
　また、毎日が新しいことの連続だった子ども時
代に対し、大人は日々の生活がルーティン化して
おり、良くも悪くも「慣れ」が生じることで時間
経過に鈍感になっているということも原因の一つ
と言われています。
　今年こそ「長い一年だったなぁ」と感じること
ができるよう、過ぎ去りしあの頃のように日々新
しいことを学び、体験し、刺激のある毎日を過ご
していきたいものです。

今後の予定今後の予定

北見商工会議所報
き た み　№175

会 員 紹 介 会員増強運動中！
～非会員に入会をお勧めください～

北見商工会議所は、「健康経営優良
法人」の認定を受け、会員事業所の
「健康経営」を推進しています
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